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【表1】福島県「急性心筋梗塞」死者発生数（男女計の人数）　　　　　　　単位．人

【表2】急性心筋梗塞の年齢調整死亡率の推移（10万人対）　　　　　　　単位：人
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＊2010年と2015年の「急性心筋梗塞」年齢調整死亡率は全国・福島とも、厚労省が年齢不詳の発生数を按分した上で計算している。
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「
急
性
心
筋
梗
塞
ワ
ー
ス
ト
1
」
で
福
島
県
が
放
っ
た
奇
策

「
騒
閲
酸
輝
錨
縫

公
害
事
件
で
は
、
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
と
、
原
因
解
明
を
妨
げ
る
動
き
が
出
て
く
る
。

急
性
心
筋
梗
塞
に
対
し
て
福
島
県
が
取
っ
た
対
策
は
驚
く
べ
き
内
容
だ
っ
た
。

明
石
昇
二
郎

し
ん
き
ん
こ
う
そ
ノ
＼

福
島
県
で
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
で
亡

く
な
る
人
が
大
変
多
い
。
そ
れ
は
国
の

統
計
調
査
の
結
果
（
表
1
参
照
）
に
も
端

的
に
表
れ
て
い
る
。

I
差
回
連
続
「
ワ
ー
ス
ト
1
」

福
島
県
は
も
と
も
と
、
急
性
心
筋
梗

P
基
の
多
発
県
だ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

、
●●一

〇

と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
前

年
に
当
た
る
2
0
1
0
年
は
、
全
都
道

府
県
の
中
で
最
も
不
名
誉
な
ワ
ー
ス
ト

1
。
年
齢
調
整
死
亡
率
に
し
て
、
福
島

．
県
の
男
性
は
人
口
的
万
人
当
た
り
3
6
・

∵
7
人
（
全
国
平
均
は
同
2
0
・
4
人
）
。

壷
諜
綱
諾
琵
彊

均
（
同
8
・
4
人
）
　
の
倍
近
く
に
達
し

↓
′
て
い
た
（
表
2
参
照
）
。

そ
れ
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
が
発

生
し
た
Ⅱ
年
以
降
、
さ
ら
に
増
え
て
い

ぐ
ゎ
Ⅱ
年
の
男
性
は
人
口
1
0
万
人
当
た

り
4
2
・
7
人
（
全
国
平
均
は
同
2
0
・
3

人
）
　
に
、
女
性
も
同
1
6
・
1
人
（
全
国

平
均
は
同
8
・
3
人
）
へ
と
増
加
す
る
。

1
2
年
は
も
っ
と
増
加
し
、
男
性
は
人

口
1
0
万
人
当
た
り
4
3
・
7
人
（
全
国
平

均
は
同
1
9
・
3
人
）
　
に
、
女
性
も
同
1
8

・
1
人
（
全
国
平
均
は
同
7
・
8
人
）

へ
と
増
え
続
け
、
全
国
平
均
と
の
差
は

広
が
る
一
方
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
数
字
は
関
心
の
あ
る
者
が

専
門
知
識
を
も
と
に
計
算
し
な
い
限

り
、
わ
か
ら
な
い
し
、
誰
も
気
づ
か
な

ヽ

一

〇

し
か
し
5
年
に
一
度
、
厚
生
労
働
省

が
実
施
す
る
「
都
道
府
県
別
年
齢
調
整

死
亡
率
の
概
況
」
で
は
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
を
公
表
し
て
お
り
、
各
都
道
府

県
の
公
衆
衛
生
部
門
の
担
当
者
ら
は
、

こ
の
結
果
に
戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
。

そ
し
、
て
1
5
年
の
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
で
福
島
県
の
急
性
心
筋
梗
塞
・
年
齢

調
整
死
亡
率
は
、
男
性
で
人
口
目
方
人

当
た
り
3
4
・
7
人
（
全
国
平
均
は
同
1
6

・
2
人
）
、
女
性
で
1
5
・
5
人
（
全
国

平
均
は
同
6
・
1
人
）
と
な
り
、
男
女

そ
ろ
っ
て
ワ
ー
ス
ト
1
を
記
録
。
こ
の

調
査
結
果
は
2
年
後
の
1
7
年
6
月
、
厚

労
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
報
道
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
福
島
が
急

性
心
筋
梗
塞
多
発
県
で
あ
る
こ
と
が
広

く
認
知
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。

福
島
県
に
お
け
る
急
性
心
筋
梗
塞
の

ピ
ー
ク
は
、
表
2
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
原
発
事
故
翌
年
の
1
2
年
だ
。
そ
の

後
は
男
女
と
も
に
下
落
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
全
国
平
均
の
ほ
う
が
さ
ら
に
下

が
っ
た
こ
と
で
、
福
島
県
の
言
同
値
〟

が
際
立
っ
て
目
立
っ
て
い
る
。

全
国
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
で
2
回

連
続
最
悪
と
い
う
事
態
を
受
け
、
急
性

心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
る
人
を
減
ら
す
べ

く
福
島
県
が
取
っ
た
対
策
は
、
驚
く
べ

き
も
の
だ
っ
た
。
1
5
年
の
ワ
ー
ス
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
が
厚
労
省
か
ら
公
表
さ
れ
た

1
7
年
に
同
県
内
で
死
亡
し
た
人
た
ち
を

県
独
自
で
調
査
。
カ
ル
テ
等
を
分
析
し

た
結
果
だ
と
し
て
、
同
県
の
急
性
心
筋

梗
塞
に
よ
る
死
者
デ
ー
タ
に
は
心
筋
梗

塞
で
は
な
い
人
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
　
－
　
と
す
る
報
告
書
を
、
3

月
2
5
日
に
公
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

で
は
厚
労
省
へ
の
〟
異
議
申
し
立
て
〟

と
受
け
取
ら
れ
て
も
致
し
方
な
い
。

案
の
定
、
N
H
K
や
地
元
紙
は
、

「
急
性
心
筋
梗
塞
で
な
い
人
も
統
計

に
」
（
N
H
K
）

「
急
性
心
筋
梗
塞
死
と
の
診
断
一
部

は
別
の
死
因
か
」
（
『
福
島
民
報
』
）

「
実
際
は
判
定
不
能
多
数
」
（
『
福
島
民

友』）
な
ど
と
報
じ
た
。
な
か
で
も
N
H
K


